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Cisco Unified SRST の概要

Revised: July 11, 2008

この章では、Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（Cisco Unified SRST）の概要と動作につ

いて説明します。また、Cisco Unified IP Phone、プラットフォーム、Cisco Unified Communications

Manager のバージョン サポート、仕様、機能、制約事項、およびその他の資料の参照先についても

説明します。

（注） Cisco Unified IP Phone のサポート、Cisco Unified IP Phone の最大数、DN または仮想音声ポートの最

大数、および Cisco Unified SRST のメモリ要件に関する最新情報については、『Cisco Unified SRST
4.3 Supported Firmware, Platforms, Memory, and Voice Products』を参照してください。このドキュメ

ントは、次の URL から入手可能です。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
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• Cisco Unified IP Phone、プラットフォーム、Cisco Unified Communications Manager、信号、言語、

およびスイッチのサポート（P.30）

• Cisco Unified SRST を設定する場合の前提条件（P.34）

• Cisco Unified SRST を設定する場合の制約事項（P.37）

• 関連情報（P.39）

• その他の資料（P.40）
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
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Cisco Unified SRST の説明
Cisco Unified SRST は、ローカル ネットワーク上の Cisco ルータに接続されている Cisco IP Phone の

フォールバック サポートを Cisco Unified Communications Manager に提供します。Cisco Unified SRST

を使用すると、Cisco IP Phone がリモートのプライマリ、セカンダリ、またはターティアリ（第三

次）Cisco Unified Communications Manager インストレーションへの接続を失った場合や、WAN 接続

がダウンした場合に、ルータが電話機のコール処理をサポートできるようになります。

Cisco Unified Communications Manager は、WAN を介して Cisco マルチサービス ルータに接続され

ているリモート サイトの Cisco IP Phone をサポートします。Cisco Unified SRST 以前では、ルータ

と Cisco Unified Communications Manager 間の WAN 接続に障害が発生した場合や、Cisco Unified

Communications Manager との接続が何らかの理由で失われた場合、ネットワーク上の Cisco Unified

IP Phone は、障害が続く限り使用不能になりました。Cisco Unified SRST はこの問題に対処してお

り、Cisco Unified IP Phone のコール処理を Cisco Unified SRST ルータから直接サポートすることに

よって、Cisco IP Phone がサービス（ただし最小限のもの）を継続的に提供できることを保証しま

す。システムは障害を自動的に検出し、Simple Network Auto Provisioning（SNAP; シンプル ネット

ワーク オート プロビジョニング）テクノロジーを使用して、ルータに登録された Cisco IP Phone の

コール処理を行うようにブランチ オフィスのルータを自動設定します。プライマリ Cisco Unified

Communications Manager への WAN リンクまたは接続が回復すると、コール処理はプライマリ Cisco

Unified Communications Manager に戻ります。 

Cisco Unified IP Phone がプライマリ、セカンダリ、およびターティアリ Cisco Unified Communications

Manager との接続を失った場合、電話機はコールの発信と受信に必要なコール処理機能を保持する

ために、ローカル Cisco Unified SRST ルータへの接続を確立する必要があります。Cisco IP Phone は、

Settings メニューの Network Configuration 領域で、ローカル Cisco Unified SRST ルータの IP アドレ

スをデフォルト ルータとして保持します。Settings メニューは、最大 5 つのデフォルト ルータ エン

トリをサポートしています。ただし、Cisco Unified Communications Manager がサポートするエント

リは最大 3 つです。ネットワーク上でセカンダリ Cisco Unified Communications Manager が使用可能

になっていない場合、通常の動作中は、ローカル Cisco Unified SRST ルータの IP アドレスが Cisco

Unified Communications Manager のスタンバイ接続として保持されます。

（注） Cisco Unified Communications Manager フォールバック モードの電話サービスを使用できるのは、

Cisco Unified SRST ルータでサポートされている Cisco IP Phone に限られます。ネットワーク上の他

の Cisco IP Phone は、そのプライマリ、セカンダリ、またはターティアリ Cisco Unified
Communications Manager と再接続するまで、アウト オブ サービスの状態になります。

一般に、Cisco Unified Communications Manager への接続に障害が発生したことを電話機が検出する

には、キープアライブ期間の 3 倍の時間がかかります。デフォルトのキープアライブ期間は 30 秒

です。電話機で Cisco Unified SRST ルータとのアクティブなスタンバイ接続が確立されている場合、

フォールバック プロセスには、Cisco Unified Communications Manager との接続が失われた時点から

10 ～ 20 秒かかります。Cisco Unified SRST ルータへのアクティブなスタンバイ接続が存在するの

は、電話機の Unified Communications Manager リストに 1 つの Cisco Unified Communications Manager

のロケーションが登録されている場合のみです。登録されていない場合、電話機はセカンダリ Cisco

Unified Communications Manager に対してスタンバイ接続をアクティブにします。

（注） Cisco Unified IP Phone が SRST ルータにフォールバックするのにかかる時間は、電話機のタイプに

よって異なる場合があります。Cisco 7902、Cisco 7905、および Cisco 7912 などの電話機では、SRST
モードにフォールバックするのに約 2 分 30 秒かかる場合があります。
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Cisco Unified IP Phone の Cisco Unified Communications Manager リストに複数の Cisco Unified

Communications Manager が登録されている場合、電話機は、ローカル Cisco Unified SRST ルータと

の接続を試行する前に、セカンダリおよびターティアリ Cisco Unified Communications Manager のリ

ストを処理します。したがって、Cisco IP Phone が Cisco Unified SRST ルータとの接続を最終的に確

立するまでの時間は、Cisco Unified Communications Manager への接続が試行されるたびに増加しま

す。Cisco Unified Communications Manager への接続の試行にそれぞれ約 1 分かかると想定すると、

当該の Cisco IP Phone は、WAN リンクに障害が発生した時点から 3 分以上にわたってオフラインの

状態になる可能性があります。

（注） WAN 接続の障害時に、Cisco Unified SRST が有効になっている場合、Cisco Unified IP Phone には、

電話機が Cisco Unified Communications Manager フォールバック モードで動作していることを通知

するメッセージが表示されます。Cisco Unified Communications Manager フォールバック モードで動

作している場合、Cisco Unified IP Phone 7960G および Cisco Unified IP Phone 7940G には「CM Fallback
Service Operating」というメッセージが表示され、Cisco Unified IP Phone 7910 には「CM Fallback
Service」というメッセージが表示されます。Cisco Unified Communications Manager が回復すると、

メッセージが消去され、Cisco Unified IP Phone の機能がすべて回復します。

Cisco Unified Communications Manager フォールバック モードになっている場合、Cisco Unified IP

Phone は、セントラル オフィスにある Cisco Unified Communications Manager との再接続を定期的に

試行します。一般に、Cisco IP Phone がリモートの Cisco Unified Communications Manager への再接

続を試行するまでの待機時間は、120 秒です。この時間は、Cisco Unified Communications Manager で

変更できます。『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Device Pool

Configuration Settings」の章を参照してください。手動リブートによってただちに Cisco Unified IP

Phone を Cisco Unified Communications Manager に再接続することもできます。 

Cisco Unified Communications Manager と再接続すると、Cisco Unified IP Phone は、Cisco Unified SRST

ルータに対する登録を自動的にキャンセルします。ただし、WAN リンクが不安定な場合、

Cisco Unified IP Phone は、Cisco Unified Communications Manager と Cisco Unified SRST の間で接続を

切り替えることがあります。アクティブなコールを現在受けている場合、Cisco Unified IP Phone で

は、セントラル オフィスにあるプライマリ Cisco Unified Communications Manager と再接続すること

はできません。

図 1 は、Cisco Unified SRST ルータに複数の Cisco IP Phone が接続されているブランチ オフィスを

示しています。ルータは WAN リンクと PSTN の両方に接続されています。Cisco Unified IP Phone

は、この WAN リンクを介して、セントラル オフィスにあるプライマリ Cisco Unified Communications

Manager に接続されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/6_0_1/ccmcfg/bccmbk.html
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図 1 リモートのセントラル Cisco Unified Communications Manager に接続されているブランチ
オフィスの Cisco Unified IP Phone

図 2 は、WAN 接続がダウンした同じブランチ オフィスの電話ネットワークを示しています。この

状況では、Cisco IP Phone は、Cisco Unified SRST ルータをプライマリ Cisco Unified Communications

Manager のフォールバックとして使用します。ブランチ オフィスの Cisco Unified IP Phone は、Cisco

Unified SRST ルータを介して PSTN に接続され、オフネット コールを発信および受信できるように

なります。

図 2 リモートのセントラル Cisco Unified Communications Manager（SRST モードで動作中）
に接続されているブランチ オフィスの Cisco Unified IP Phone
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WAN リンクに障害が発生した場合、デフォルトでは、H.323 ゲートウェイにおいて、Cisco Unified

IP Phone から PSTN へのアクティブなコールは保持されません。コール プリザベーションは、no

h225 timeout keepalive コマンドと連携する場合があります。

デフォルト設定では、H.323 ゲートウェイは Cisco Unified Communications Manager に対するキープ

アライブ信号を保持し、WAN リンク障害などによってキープアライブ信号に障害が発生した場合

は、H.323 と PSTN 間のコールを終了します。この動作を無効にして、ローカル Cisco Unified IP

Phone からの既存のコールを保持できるようにするには、no h225 timeout keepalive コマンドを使用

します。キープアライブ メカニズムを無効にした場合に影響を受けるコールは、H.225 キープアラ

イブ信号が消失した場合に切断されるコールだけです。非アクティブな状況が検出された場合の

コールの切断については、『Media Inactive Call Detection』を参照してください。

MGCP ゲートウェイと SRST

MGCP フォールバックは SRST とは別の機能であり、個別の機能として設定すると、PSTN ゲート

ウェイで使用できます。MGCP ゲートウェイで SRST をフォールバック モードとして使用するに

は、SRST および MGCP フォールバックの両方を同じゲートウェイに設定する必要があります。

Cisco IOS Release 12.2(11)T 以降では、MGCP と SRST を同じゲートウェイに設定できるようになっ

ています。

MGCP ゲートウェイにおいて SRST モードのときにコールを発信するには、2 つのフォールバック

コマンドを MGCP ゲートウェイに設定する必要があります。これら 2 つのコマンドを使用すると、

SRST が、音声ポートの制御権と MGCP ゲートウェイでのコール処理の制御権を取得できるように

なります。12.3(14)T 以前の Cisco IOS の場合、2 つのコマンドは ccm-manager fallback-mgcp コマン

ドと call application alternate コマンドです。12.3(14)T 以降の Cisco IOS リリースの場合は、

ccm-manager fallback-mgcp コマンドと service コマンドを設定する必要があります。これらのコマ

ンドの設定の詳細については、P.46 の「MGCP ゲートウェイでの SRST の有効化」の項を参照して

ください。

（注） 上記のコマンドは、両方とも設定されている場合に限り有効となります。たとえば、ccm-manager
fallback-mgcp コマンドだけを設定した場合、設定は動作しません。

MGCP ゲートウェイのフォールバック方式の詳細については、『Configuring MGCP Gateway Support

for Cisco Unified Communications Manager』または『MGCP Gateway Fallback Transition to Default H.323

Session Application』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/ivr/configuration/guide/ivrapp07.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/interop/intcnf1.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/interop/intcnf1.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/tech/tk1077/technologies_configuration_example09186a008012ecc6.shtml
http://www.cisco.com/en/US/partner/tech/tk1077/technologies_configuration_example09186a008012ecc6.shtml
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Cisco Unified IP Phone、プラットフォーム、Cisco Unified 
Communications Manager、信号、言語、およびスイッチのサポート

次の各項では、Cisco Feature Navigator の説明と、Cisco SRST バージョン 1.0 から Cisco Unified SRST

の現行バージョンまでの、Cisco Unified IP Phone、プラットフォーム、および Cisco Unified

Communications Manager のサポートに関する履歴を示します。

• Cisco Unified SRST をサポートする Cisco IOS ソフトウェア リリースの検索（P.30）

• Cisco Unified IP Phone のサポート（P.30）

• プラットフォームとメモリのサポート（P.31）

• Cisco Unified Communications Manager の互換性（P.32）

• 信号のサポート（P.32）

• 言語のサポート（P.32）

• スイッチのサポート（P.33）

Cisco Unified SRST をサポートする Cisco IOS ソフトウェア リリースの検索

この章の各表には、Cisco Unified SRST に新機能を最初に導入した Cisco IOS ソフトウェア リリース

だけが示されています。それ以降の Cisco IOS ソフトウェア リリースでは、Cisco Unified SRST の

バージョンを継承している場合があります。特定バージョンの Cisco Unified SRST をサポートする

Cisco IOS ソフトウェア リリースのリストを取得するには、Cisco Feature Navigator を使用します。

Cisco Feature Navigator にアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfn に移動してください。

Cisco.com のアカウントは必要ありません。

Cisco Unified IP Phone のサポート

Cisco Unified IP Phone のサポートに関する最新情報については、『Cisco Unified SRST 4.3 Supported

Firmware, Platforms, Memory, and Voice Products』を参照してください。このドキュメントは、次の

URL から入手可能です。 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html

Cisco Unified SRST 4.0 では、次の IP Phone がサポートされています。

• Cisco Analog Telephone Adaptor（ATA）186 および Cisco ATA 188 バージョン 2.16 以降と、

Cisco Unified Communications Manager 3.3 以降のバージョンの組み合せ

Cisco Unified SRST は、音声コールに対して、Skinny Client Control Protocol（SCCP）を使用した

Cisco ATA 186 および Cisco ATA 188 のみをサポートしています。

（注） Cisco Unified SRST システムに登録されている ATA が FAX コールに参加できるようにするには、

FAX パススルー モードで RTP ペイロード タイプとして「標準のペイロード タイプ 0/8」を使用す

るように、ATA の ConnectMode パラメータを設定する必要があります。Cisco Unified SRST 4.0 以
降のバージョンで使用する ATA に対してこのように設定するには、ATA において ConnectMode パ
ラメータのビット 2 を 1 に設定します。詳細については、『Cisco ATA 186 and Cisco ATA 188 Analog
Telephone Adaptor Administrator's Guide for SCCP』の「Parameters and Defaults」の章を参照してくだ

さい。このドキュメントは、次の URL から入手可能です。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cata/186_188/2_15_ms/english/administration/guide/scc
p/sccpach5.html

http://www.cisco.com/go/cfn
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cata/186_188/2_15_ms/english/administration/guide/sccp/sccpach5.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cata/186_188/2_15_ms/english/administration/guide/sccp/sccpach5.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cata/186_188/2_15_ms/english/administration/guide/sccp/sccpach5.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cata/186_188/2_15_ms/english/administration/guide/sccp/sccpach5.html
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• Cisco Unified IP Phone 7902G

• Cisco Unified IP Phone 7905G

• Cisco Unified IP Phone 7910

• Cisco Unified IP Phone 7911G

• Cisco Unified IP Phone 7912G

• Cisco Unified IP Phone 7914 拡張モジュール

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7920

• Cisco IP Conference Station 7935

• Cisco Unified IP Conference Station 7936

• Cisco Unified IP Phone 7940G

• Cisco Unified IP Phone 7941G および Cisco Unified IP Phone 7941G-GE

• Cisco Unified IP Phone 7960G

• Cisco Unified IP Phone 7961G および Cisco Unified IP Phone 7961G-GE

• Cisco Unified IP Phone 7970G

• Cisco Unified IP Phone 7971G-GE

• Cisco VG224 Analog Phone Gateway（IOS バージョン 12.4(4)XC）と、Cisco IOS Software Release
12.4(4)XC 以降を実行する Cisco Unified SRST 4.0 の組み合せ。設定については、『SCCP Controlled
Analog (FXS)Ports with Supplementary Features in Cisco IOS Gateways』の「Enabling Fallback to Cisco
Unified SRST on the Voice Gateway」の項を参照してください。このドキュメントは、次の URL
から入手可能です。http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_4t/12_4t2/ht1vg224.html

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway バージョン 1.2(1) 以降

（注） Cisco Unified Communications Manager のフォールバック中、Cisco Unified SRST は Cisco VG248 を
Cisco Unified IP Phone のグループと見なします。Cisco Unified SRST は、Cisco VG248 の 48 個のポー

トそれぞれを個別の Cisco IP Phone と見なします。Cisco VG248 バージョン 1.2(1) 以降のサポート

は、Cisco SRST バージョン 2.1 でも利用できます。詳細については、『Cisco VG248 Analog Phone
Gateway Data Sheet』および『Cisco VG248 Analog Phone Gateway Version 1.2(1) Release Notes』を参照

してください。

プラットフォームとメモリのサポート

Cisco Unified IP Phone の最大数、DN または仮想音声ポートの最大数、および Cisco Unified SRST の

メモリ要件に関する最新情報については、『Cisco Unified SRST 4.3 Supported Firmware, Platforms,

Memory, and Voice Products』を参照してください。このドキュメントは、次の URL から入手可能で

す。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html

Cisco Feature Navigator を使用したプラットフォーム サポートの確認

Cisco IOS ソフトウェアは、特定のプラットフォームでサポートされている機能セットにパッケー

ジ化されています。この機能のプラットフォーム サポートに関する最新情報を取得するには、Cisco

Feature Navigator にアクセスします。Cisco Feature Navigator は、機能のプラットフォーム サポート

が新たに追加されると、サポートされるプラットフォームのリストを動的に更新します。 

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_4t/12_4t2/ht1vg224.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_4t/12_4t2/ht1vg224.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_4t/12_4t2/ht1vg224.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/gatecont/ps2250/products_data_sheet09186a008007c9bb.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/vg248/1_2_1/english/release/notes/vg248rn6.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
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Cisco IOS ソフトウェア イメージのアベイラビリティ

特定の Cisco IOS ソフトウェア リリースのプラットフォーム サポートは、そのプラットフォームに

対するソフトウェア イメージのアベイラビリティによって異なります。プラットフォームによって

は、ソフトウェア イメージへの対応が、予告なしに延期、遅延、または変更される場合がありま

す。Cisco IOS ソフトウェア リリースごとのプラットフォーム サポートやソフトウェア イメージの

アベイラビリティに関する最新情報については、オンラインのリリース ノートまたは Cisco Feature

Navigator（サポートされている場合）を参照してください。

（注） Cisco IOS ソフトウェア イメージに関する最新情報については、『Cisco Unified SRST 4.3 Supported
Firmware, Platforms, Memory, and Voice Products』を参照してください。このドキュメントは、次の

URL から入手可能です。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html

Cisco Unified Communications Manager の互換性

『Cisco Unified Communications Manager Compatibility Matrix』を参照してください。 

信号のサポート

Cisco Unified SRST は、FXS、FXO、T1、E1、および E1 R2 信号をサポートしています。

言語のサポート

Cisco SRST 3.2 以降のバージョンは、次の言語をサポートしています。

• デンマーク語

• オランダ語

• 英語

• フランス語

• ドイツ語

• イタリア語

• 日本語のカタカナ（Cisco Unified Communications Manager 4.0 以降で使用可能）

• ノルウェー語

• ポルトガル語

• ロシア語

• スペイン語

• スウェーデン語

（注） Cisco Unified IP Phone 7911G、Cisco Unified IP Phone 7941G および 7941G-GE、Cisco Unified IP Phone
7961G および 7961G-GE、Cisco Unified IP Phone 7970G、Cisco Unified IP Phone 7971G-GE は、英語

だけをサポートしています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/docguide/6_1_2/dg612.html#wp1028473
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スイッチのサポート

Cisco SRST 3.2 以降のバージョンは、次のスイッチを含むすべての PRI および BRI スイッチをサ

ポートしています。

• basic-1tr6

• basic-5ess

• basic-dms100

• basic-net3

• basic-ni

• basic-ntt NTT スイッチ タイプ（日本向け）

• basic-ts013

• primary-4ess Lucent 4ESS スイッチ タイプ（米国向け）

• primary-5ess Lucent 5ESS スイッチ タイプ（米国向け）

• primary-dms100 Northern Telecom DMS-100 スイッチ タイプ（米国向け）

• primary-net5 NET5 スイッチ タイプ（英国、欧州、アジア、およびオーストラリア向け）

• primary-ni National ISDN スイッチ タイプ（米国向け）

• primary-ntt NTT スイッチ タイプ（日本向け）

• primary-qsig QSIG スイッチ タイプ

• primary-ts014 TS014 スイッチ タイプ（オーストラリア向け）（廃止）
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Cisco Unified SRST を設定する場合の前提条件
Cisco Unified SRST を設定する前に、次の作業を行う必要があります。

• ソフトウェアをダウンロードするための Cisco.com のアカウントを取得する。

Cisco.com のアカウントを取得するには、www.cisco.com に移動し、画面上部の Register をク

リックします。

• Cisco Unified SRST のライセンスを購入する。

ライセンスを購入するには、http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-key に移動します。

• 適切な Cisco Unified SRST バージョンを選択する。各 SRST バージョンは、IP Phone、メモリ要

件、機能、および Directory Number（DN; 電話番号）の特定のセットをサポートしています。

P.31 の「プラットフォームとメモリのサポート」および P.37 の「Cisco Unified SRST を設定す

る場合の制約事項」を参照してください。

• 適切な電話機ロードを選択する。SRST は、Cisco Unified Communications Manager のさまざまな

バージョンについてテストされた特定の電話機ロードだけをサポートします。最新の電話機

ロードについては、『Cisco Unified SRST 4.3 Supported Firmware, Platforms, Memory, and Voice
Products』を参照してください。このドキュメントは、次の URL から入手可能です。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html

• Cisco Unified Communications Manager がすでにインストールされている場合は、ご使用のバー

ジョンの Cisco Unified Communications Manager が Cisco Unified SRST リリースと互換性がある

ことを確認する。P.32 の「Cisco Unified Communications Manager の互換性」を参照してください。

バージョンの前提条件

• 一般的な前提条件については、P.34 の「Cisco Unified SRST を設定する場合の前提条件」を参

照してください。

• E911 サービスの前提条件については、P.230 の「前提条件」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager のインストール

Cisco Unified Communications Manager をインストールする場合は、次の要件を考慮してください。

• 『Cisco Unified Communications Manager (CallManager) Install and Upgrade Guides』で、該当する

バージョンのインストール手順を参照してください。このドキュメントは、次の URL から入

手可能です。
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html

• Cisco Unified SRST を Cisco Unified Communications Manager と統合します。統合は、Cisco Unified
Communications Manager から実行します。P.35 の「Cisco Unified SRST と Cisco Unified
Communications Manager の統合」を参照してください。

Cisco Unified SRST のインストール

インストール手順は、Cisco Unified SRST のバージョンによって異なります。

• Cisco SRST V3.0 以降のバージョンのインストール（P.35）

• Cisco SRST V2.0 および V2.1 のインストール（P.35）

• Cisco SRST V1.0 のインストール（P.35）

Cisco Unified SRST を更新するには、この項に記載されているインストール手順に従います。

http://www.cisco.com/
http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-key
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html
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Cisco SRST V3.0 以降のバージョンのインストール

Cisco Unified Communications Manager のバージョンと互換性のある Cisco SRST または Cisco Unified

SRST バージョンを含む Cisco IOS ソフトウェア リリース イメージをインストールします。P.32 の

「Cisco Unified Communications Manager の互換性」を参照してください。Cisco IOS ソフトウェアは、

http://www.cisco.com/public/sw-center/ の Cisco Software Center からダウンロードできます。

Cisco SRST および Cisco Unified SRST は、Music On Hold（MOH）をフラッシュ メモリ内のフラッ

シュ MOH ファイルから連続的にマルチキャスト出力することをサポートするように設定できま

す。詳細については、P.113 の「XML API スキーマの定義」を参照してください。Music On Hold を

使用する場合は、http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-iostsp の Technical Support Software

Download サイトに移動し、music-on-hold.au ファイルを Cisco SRST または Cisco Unified SRST ルー

タ上のフラッシュ メモリにコピーします。

Cisco SRST V2.0 および V2.1 のインストール

Cisco SRST V2.0 または Cisco SRST V2.1 は、http://www.cisco.com/public/sw-center/ の Cisco Software

Center からダウンロードし、インストールすることができます。

Cisco SRST V1.0 のインストール

Cisco SRST V1.0 は、Cisco Communications Manager V3.0.5 のみと連携動作します。Cisco Unified

Communications Manager および Cisco Unified SRST の最新バージョンにアップグレードすることを

お勧めします。

Cisco Unified SRST と Cisco Unified Communications Manager の統合

Cisco Unified SRST と Cisco Unified Communications Manager との統合には、2 通りの手順がありま

す。使用する Cisco Unified Communications Manager のバージョンに応じて手順を選択します。

Cisco Communications Manager V3.3 以降のバージョンを使用する場合

Cisco Communications Manager V3.3 以降のバージョンを使用する場合は、SRST リファレンスを作成

し、デバイス プールに適用する必要があります。SRST リファレンスとは、Cisco Unified SRST ルー

タの IP アドレスのことです。

ステップ 1 SRST リファレンスを作成します。

a. Cisco Unified Communications Manager の任意のページで、System、SRST の順にクリックします。

b. Find and List SRST References ページで、Add a New SRST Reference をクリックします。

c. SRST Reference Configuration ページで、SRST Reference Name フィールドに名前を入力し、IP
Address フィールドに Cisco SRST ルータの IP アドレスを入力します。

d. Insert をクリックします。

ステップ 2 SRST リファレンスまたはデフォルト ゲートウェイを 1 つ以上のデバイス プールに適用します。

a. Cisco Unified Communications Manager の任意のページで、System、Device Pool の順にクリック

します。

b. Device Pool Configuration ページで、目的のデバイス プール アイコンをクリックします。

http://www.cisco.com/public/sw-center/
http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-iostsp
http://www.cisco.com/public/sw-center/
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c. Device Pool Configuration ページで、SRST Reference フィールドのメニューから、特定の SRST
リファレンスまたは「Use Default Gateway」を選択します。

V3.3 以前の Cisco Unified Communications Manager を使用する場合

Cisco Unified SRST をデフォルトで有効にするファームウェア バージョンを使用する場合、Cisco

Unified Communications Manager で Cisco Unified SRST をサポートするための追加設定を行う必要は

ありません。使用するファームウェア バージョンによって Cisco Unified SRST がデフォルトで無効

になる場合は、各電話機の設定で Cisco Unified SRST を有効にする必要があります。 

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の Phone Configuration ページに移動します。

a. Cisco Unified Communications Manager の任意のページで、Device、Phone の順にクリックします。

b. Find and List Phones ページで、Find をクリックします。

c. 電話機のリストが表示されたら、目的のデバイス名をクリックします。

d. Phone Configuration ページが表示されます。

ステップ 2 Phone Configuration ページで、下部にある Product Specific Configuration セクションに移動し、Cisco

Unified SRST フィールドのメニューから Enabled を選択し、次に Update をクリックします。

ステップ 3 ステップ 1 とステップ 2 を繰り返し、次の電話機の Phone Configuration ページに移動して、Cisco

Unified SRST フィールドのメニューから Enabled を選択します。
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Cisco Unified SRST を設定する場合の制約事項
表 4 は、Cisco SRST バージョン 1.0 から Cisco Unified SRST の現行バージョンまでの制約事項の履

歴を示しています。

表 4 Cisco SRST V1.0 から Cisco Unified SRST の現行バージョンまでの制約事項の履歴

Cisco SRST
バージョン

Cisco IOS
リリース 制約事項

バージョン 4.1 12.4(15)T • Cisco Unified SRST の E911 サービスは、Cisco Emergency Responder とイン

ターフェイスしません。

• 911 を最後にコールした電話機に関する情報は、Cisco Unified SRST のリ

ブート後は保持されません。

• リモート IP Phone が Cisco Unified SRST フォールバック モードの場合、

Cisco Emergency Responder では、緊急コールの履歴テーブルに加えられた

更新内容にアクセスできません。したがって、Cisco Unified IP Phone が
Cisco Unified Communications Manager に再登録した後で PSAP がコール

バックした場合、Cisco Emergency Responder はそのコールの履歴を保持し

ません。結果として、そのコールは、最初の 911 発信者にはルーティング

されません。代わりに、コールは、Cisco Emergency Responder で対応する

ELIN 用に設定されているデフォルトの宛先にルーティングされます。

• Cisco Unified Wireless 7920 および 7921 IP Phone の場合、発信者のロケー

ションを特定できる情報は、システム管理者によって設定された静的な情

報に限られます。詳細については、P.236 の「携帯電話に関する注意事項」

を参照してください。

• 911 発信者の内線番号の変換先となる番号は、Emergency Response Location
（ERL; 緊急応答ロケーション）ごとに 2 つの Emergency Location
Identification Number（ELIN; 緊急ロケーション識別番号）に限られます。詳

細については、P.231 の「概要」を参照してください。

• ELIN を複数の目的に使用すると、既存の Cisco Unified SRST 機能との間に

予期しない相互作用が引き起こされる可能性があります。このような ELIN
の多重使用の例には、ELIN を実際の電話番号（ephone-dn、voice register dn、
または FXS destination-pattern）、コール ピックアップ番号、またはエイリア

ス再ルーティング番号として使用するように設定することなどがありま

す。詳細については、P.239 の「ELIN の複数の用途」を参照してください。

• E911 サービスが既存の Cisco Unified SRST 機能と対話するための設定は変

更可能ですが、変更すると予期しない動作が発生します。E911 サービスと

既存の Cisco Unified SRST 機能との相互作用の詳細については、P.238 の

「既存の Cisco Unified SRST 機能との相互作用」を参照してください。
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バージョン 4.0 12.4(4)XC • Cisco SRST バージョン 1.0 のすべての制約事項。

• コール転送のサポート対象は、次のものに限られます。

－ Cisco IOS Release 12.2(11)T を実行し、H.323 非標準の情報要素を使用し

ている Cisco ゲートウェイ間の VoIP H.323、VoFR、および VoATM

－ FXO および FXS ループスタート（アナログ）

－ FXO および FXS グラウンドスタート（アナログ）

－ Ear and Mouth（E&M）（アナログ）および DID（アナログ）

－ FXO および FXS グラウンドスタート シグナリングによる T1
Channel-Associated Signaling（CAS; 個別線信号方式）

－ E&M シグナリングによる T1 CAS

－ PRI および BRI スイッチの全タイプ

• Cisco Unified IP Phone function の次の機能キーは、SRST の動作中はサポー

トされないため、グレー表示になります。

－ MeetMe

－ GPickUp（グループ ピックアップ）

－ Park

－ Confrn（会議）

• Cisco IAD2420 シリーズ Integrated Access Device（IAD; 統合型アクセス装置）

は Cisco Unified SRST 機能をサポートしていますが、この機能は、企業の

ブランチ オフィス向けのソリューションとしてはお勧めできません。

バージョン 3.4 12.4(4)T

バージョン 3.3 12.3(14)T

バージョン 3.2 12.3(11)T

バージョン 3.1 12.3(7)T

バージョン 3.0 12.2(15)ZJ

バージョン 2.1 12.2(15)T

バージョン 2.02 12.2(13)T

バージョン 2.01 12.2(11)T

バージョン 2.0 12.2(8)T1

バージョン 2.0 12.2(8)T

バージョン 2.0 12.2(2)XT

バージョン 1.0 12.2(2)XB • 第 1 世代の Cisco Unified IP Phone（Cisco IP Phone 30 VIP や Cisco IP Phone
12 SP+ など）はサポートされません。 

• Cisco IP SoftPhone、Cisco uOne ボイスおよびユニファイド メッセージング

アプリケーション、または Cisco IP Contact Center など、別の Cisco Unified
Communications Manager アプリケーションまたはサービスはサポートされ

ません。 

• Cisco 3660 ルータ上の Centralized Automatic Message Accounting（CAMA）ト

ランクはサポートされません。 

（注） CAMA トランクを 911 緊急サービスと連携させることが法的に要求さ
れている米国内の州において、ネットワーク内の Cisco 3660 マルチキャ
ストサービス ルータに 48 台を超える Cisco Unified IP Phone を接続する
場合、CAMA の法的要件を理解して適合させる上で支援が必要なとき
は、ローカルの Cisco アカウント チームにお問い合せください。 

12.2(2)XG

12.1(5)YD

表 4 Cisco SRST V1.0 から Cisco Unified SRST の現行バージョンまでの制約事項の履歴（続き）

Cisco SRST
バージョン

Cisco IOS
リリース 制約事項
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関連情報
このマニュアルの次の各章では、Cisco Unified SRST の設定方法について説明します。表 5 に示す

ように、各章では作業を実行順序どおりに説明しています。Cisco Unified SRST を設定する最初の

作業では、システム内の基本的なソフトウェアとハードウェアを Cisco Unified SRST 用に正しく設

定します。手順については、P.34 の「Cisco Unified SRST を設定する場合の前提条件」を参照して

ください。

表 5 Cisco Unified SRST の設定順序

作業 作業についての参照先

1. Cisco Unified SRST システムがネットワーク

と通信するための設定

「ネットワークの設定」の章

2. Cisco Unified SRST Phone の基本的な設定 「Cisco Unified IP Phone の設定」の章

3. 着信コールと発信コールの設定 「コール処理の設定」の章

4. オプションのシステム パラメータと電話パ

ラメータの設定

「追加のコール機能の設定」の章

5. SRST のオプション セキュリティの設定 「Secure SRST の設定」の章

6. ボイスメールの設定 「Cisco Unified SRST へのボイスメールの統合」

の章

7. E911 サービスの設定 「E911 サービス」の章
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その他の資料
次の各項では、Cisco Unified SRST に関連するその他の資料について説明します。

• 関連資料（P.40）

• 標準規格（P.41）

• MIB（P.41）

• RFC（P.41）

• テクニカル サポート（P.42）

関連資料

関連項目 マニュアル

Cisco IOS の音声設定 • Cisco IOS Voice Configuration Library

• Cisco IOS Voice Command Reference

• Cisco IOS Debug Command Reference

• Cisco IOS Tcl IVR and VoiceXML Application Guide

Cisco IP Phone Cisco IP Phones and Services

シスコ セキュリティのマニュアル • Media and Signaling Authentication and Encryption Feature for Cisco IOS
MGCP Gateways 

• Cisco IOS Certificate Server

• Manual Certificate Enrollment (TFTP and Cut-and-Paste) 

• Certification Authority Interoperability Commands 

• Certificate Enrollment Enhancements

Cisco SRST コマンド リファレンス Cisco IOS Survivable Remote Site Telephony Version 3.2 Command Reference

Cisco Unified Communications Manager の Music
On Hold

該当する Cisco Unified Communications Manager リリースの『Cisco Unified

CallManager and Cisco Unified IP Phone Administrator's A - Z Feature Guide』

の「Music On Hold」の章。Cisco Unified Communications Manager のマニュ

アル ディレクトリで、Cisco Unified Communications Manager

(CallManager) > Maintain and Operate Guides をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager のユー

ザ マニュアル

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Manager Security Guide

• Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide

Cisco Unified IP Phone • Cisco 7900 Series Unified IP Phones End-User Guides 

• Cisco IP Phone Authentication and Encryption for Cisco Communications
Manager

• Cisco IP Phone 7970 Administration Guide for Cisco Communications

Manager リリース 4.x およびそれ以降、「Understanding Security
Features for Cisco IP Phones」

Cisco Unified SRST コマンドおよび仕様 •  Cisco Unified SRST and Cisco Unified SIP SRST Command Reference（All
Versions）

• Cisco Unified SRST 4.3 Supported Firmware, Platforms, Memory, and
Voice Products

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/cisco_ios_voice_configuration_library_glossary/vcl.htm
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/command/reference/vr_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/debug/command/reference/db_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/ivr/configuration/guide/tcl_c.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3t/12_3t11/feature/guide/gtsecure.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3t/12_3t4/feature/guide/gt_ioscs.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2t/12_2t13/feature/guide/ftmancrt.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2t/secure/command/reference/sftinter.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2t/12_2t8/feature/guide/ftenrol2.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3t/12_3t11/feature/guide/srst32cr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/phone_a_to_z/english/administration/guide/az_adm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/phone_a_to_z/english/administration/guide/az_adm.html
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_callmg/index.htm
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/6_1_1/secugd/secugd-cm.pdf
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/cucos/6_0_1/cucos/cucos.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/4_0_1/auth_enc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/7970g_7971g-ge/english/4_0_1/english/administration/guide/7970ovr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/7970g_7971g-ge/english/4_0_1/english/administration/guide/7970ovr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/command/reference/srstcr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs43spc.html
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標準規格

MIB

RFC

音声コマンドと SRST に関するコマンド リ

ファレンスおよび設定情報

• Cisco IOS Voice Command Reference

• Cisco IOS Debug Command Reference

• Cisco IOS Survivable Remote Site Telephony Version 3.2 System 
Administrator Guide

• Cisco SRST 3.2 Command Reference

音声コマンドとテレフォニー コマンドに関

するコマンド リファレンスおよび設定情報

• Cisco IOS Voice Command Reference

• Cisco IOS Debug Command Reference

SRST および MGCP フォールバックの設定 • Configuring MGCP Gateway Support for Cisco Unified Communications
Manager 

• MGCP Gateway Fallback Transition to Default H.323 Session Application

• Configuring SRS Telephony and MGCP Fallback

DHCP • Cisco IOS DHCP Server

Media Inactive Call Detection • Media Inactive Call Detection 

Cisco Unified SRST の電話機マニュアル • Cisco Unified IP Phones 7900 Series

• Survivable Remote Site Telephony

標準的な用語集 • Cisco IOS Voice Configuration Library Glossary

標準的な前書き • Cisco IOS Voice Configuration Library Preface

標準 タイトル

ITU X. 509 バージョン 3 Public-Key and Attribute Certificate Frameworks 

MIB MIB のリンク

この機能でサポートされる新規の MIB または変更

された MIB はありません。また、既存の MIB のサ

ポートは変更されていません。

選択したプラットフォーム、Cisco IOS リリース、および機能セッ

トに関する MIB を探してダウンロードするには、次の URL にあ

る Cisco MIB Locator を使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs 

RFC タイトル

RFC 2246 The Transport Layer Security (TLS) Protocol Version 1.0

RFC 3711 The Secure Real-Time Transport Protocol (SRTP)

関連項目 マニュアル

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/command/reference/vr_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/debug/command/reference/db_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3t/12_3t11/feature/guide/srs_over.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3t/12_3t11/feature/guide/srst32cr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/command/reference/vr_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/debug/command/reference/db_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/interop/intcnf1.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/interop/intcnf1.html
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk1077/technologies_configuration_example09186a008012ecc6.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk1077/technologies_tech_note09186a0080144630.shtml
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_0t/12_0t1/feature/guide/Easyip2.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/ivr/configuration/guide/ivrapp07.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/access/ip_ph/srs/srstv1/ip_phqrc/index.htm
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/cisco_ios_voice_configuration_library_glossary/VCLgloss.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/cisco_ios_voice_configuration_library_preface/VCLpref.html
http://www.cisco.com/go/mibs
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テクニカル サポート

マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ 
ガイドライン

マニュアルの入手方法、Service Request ツールの使用方法、および追加情報の収集方法については、

次の URL で、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

『What's New in Cisco Product Documentation』には、シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの

一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Really Simple Syndication（RSS）フィードとして『What's New in Cisco Product Documentation』に登

録し、リーダ アプリケーションを使用して、コンテンツがデスクトップに直接配信されるように設

定します。RSS フィードは無料サービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートして

います。

説明 リンク

Cisco Technical Support Web サイトでは、オンラインで資料やツールを利

用して、トラブルシューティングやシスコ製品およびテクノロジーに関

する技術上の問題の解決に役立てることができます。

ご使用の製品に関するセキュリティ情報や技術情報を受け取るには、プ

ロダクト アラート ツール（Field Notices からアクセス）、Cisco Technical

Services Newsletter、および Really Simple Syndication（RSS）フィードな

ど、各種のサービスに登録します。

Cisco Technical Support Web サイト上のツールにアクセスする際は、いず

れも Cisco.com のログイン ID およびパスワードが必要です。 

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html 

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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シスコのテクニカル サポート
次の URL にアクセスして、シスコのテクニカル サポートを最大限に活用してください。

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html

以下を含むさまざまな作業にこの Web サイトが役立ちます。

• テクニカル サポートを受ける

• ソフトウェアをダウンロードする

• セキュリティの脆弱性を報告する、またはシスコ製品のセキュリティ問題に対する支援を受け

る

• ツールおよびリソースへアクセスする

－ Product Alert の受信登録

－ Field Notice の受信登録

－ Bug Toolkit を使用した既知の問題の検索

• Networking Professionals（NetPro）コミュニティで、技術関連のディスカッションに参加する

• トレーニング リソースへアクセスする

• TAC Case Collection ツールを使用して、ハードウェアや設定、パフォーマンスに関する一般的

な問題をインタラクティブに特定および解決する

Japan テクニカル サポート Web サイトでは、Technical Support Web サイト

（http://www.cisco.com/techsupport）の、利用頻度の高いドキュメントを日本語で提供しています。

Japan テクニカル サポート Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

Service Request ツールの使用
Service Request ツールには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

日本語版の Service Request ツールは次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/jp/go/tac/sr/

シスコの世界各国の連絡先一覧は、次の URL で参照できます。

http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html
http://www.cisco.com/techsupport
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/jp/go/tac/sr/
http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml
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その他の情報の入手方法
シスコの製品、サービス、テクノロジー、ネットワーキング ソリューションに関する情報につい

て、さまざまな資料をオンラインで入手できます。

• シスコの E メール ニュースレターなどの配信申し込みについては、Cisco Subscription Center に
アクセスしてください。

http://www.cisco.com/offer/subscribe

• 日本語の月刊 Email ニュースレター「Cisco Customer Bridge」については、下記にアクセスくだ

さい。

http://www.cisco.com/web/JP/news/cisco_news_letter/ccb/

• シスコ製品に関する変更やアップデートの情報を受信するには、Product Alert Tool にアクセス

し、プロファイルを作成して情報の配信を希望する製品を選択してください。Product Alert Tool
には、次の URL からアクセスできます。

http://tools.cisco.com/Support/PAT/do/ViewMyProfiles.do?local=en

• 『Cisco Product Quick Reference Guide』はリファレンス ツールで、パートナーを通じて販売され

ている多くのシスコ製品に関する製品概要、主な機能、製品番号、および簡単な技術仕様が記

載されています。『Cisco Product Quick Reference Guide』を発注するには、次の URL にアクセス

してください。

http://www.cisco.com/go/guide

• ネットワークの運用面の信頼性を向上させることのできる最新の専門的サービス、高度なサー

ビス、リモート サービスに関する情報については、Cisco Services Web サイトを参照してくだ

さい。Cisco Services Web サイトには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/go/services

• Cisco Marketplace では、さまざまなシスコの書籍、参考資料、マニュアル、ロゴ入り商品を提

供しています。Cisco Marketplace には、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

• DVD に収録されたシスコの技術マニュアル（Cisco Product Documentation DVD）は、Product
Documentation Store で発注できます。Product Documentation Store には、次の URL からアクセス

できます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/docstore

• 日本語マニュアルの DVD は、マニュアルセンターから発注できます。マニュアルセンターに

は下記よりアクセスください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/manual_center/index.shtml

• Cisco Press では、ネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を発行しています。Cisco
Press には、次の URL からアクセスできます。

http://www.ciscopress.com

• 日本語のシスコプレスの情報は以下にアクセスください。

http://www.seshop.com/se/ciscopress/default.asp

• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、開発、運用を担

当するエンジニア向けに、シスコが発行する季刊誌です。『Internet Protocol Journal』には、次

の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/ipj

• 『What's New in Cisco Product Documentation』は、シスコ製品の最新マニュアル リリースに関す

る情報を提供するオンライン資料です。毎月更新されるこの資料は、製品カテゴリ別にまとめ

られているため、目的の製品マニュアルを見つけることができます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

• シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

http://www.cisco.com/offer/subscribe
http://www.cisco.com/web/JP/news/cisco_news_letter/ccb/
http://tools.cisco.com/Support/PAT/do/ViewMyProfiles.do?local=en
http://www.cisco.com/go/guide
http://www.cisco.com/go/services
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/go/marketplace/docstore
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/manual_center/index.shtml
http://www.ciscopress.com
http://www.seshop.com/se/ciscopress/default.asp
http://www.cisco.com/ipj
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
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